
 

６年  平和の語り部 

 県、市の遺族連盟の皆様、実際に戦争を体験されている市内在住の岡村さんを講師に、戦時中のくらし

についてのお話をうかがいました。召集令状が届いたときの反応、着物や靴、食べ物、灯火管制・・また西浦

地区も女山、田島山などで飛行場の整備工事が進められるなど戦争のただ中にあったことがわかりまし

た。岡村さんは、出征が決まったお父様と汽車の窓から見た周防灘の美しさ（お父様との最後の思い出）や

自分たちが育てた作物が戦争のために使われていたことなど、体験者でないと語れない情景や思いを昨

日のことのように話してくださいました。児童からは、「戦争の悲惨さが具体的に分かった」「西浦も戦争に

関係していたと聞いて驚いた」などの感想がありました。６年児童はこれから広島に修学旅行に行きます。

様々なものを見て、聞いて、語って、戦争と平和についてじっくりと考えてほしいと思います。貴重なお話をあ

りがとうございました。 

三輪さんによる戦時中のくらしと西浦の様子。 

岡村さんと谷口さんによる対話形式のお話。東京から富

海に疎開された岡村さん。とてもおしゃれな岡村さんです 

が、当時は着る物も厳しく制限されていました。 

みんなで「ふるさと」を 

歌いました。 


